
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底面に挿通孔が開口された収納凹部と、該収納凹部の外周に側方突成された鍔縁とを備
え、該鍔縁に固定螺子の透孔が形成され、前記収納凹部の両側に操作凹部が

合成樹脂製の本体ケースと、
　前記挿通孔に上下動可能に挿通され、下部にストッパー片を装着した吊持杆部と、該吊
持杆部の上端に連成され、前記収納凹部に上方から収納される把持部とを備え、該把持部
の外表面に金属製薄板カバーを被着してなる合成樹脂製の把手杆と
　

ことを特徴とする床用遮蔽蓋の把手装置。
【請求項２】
　吊持杆部の下部に、該吊持杆部の下端に開口する上下方向の割溝を形成し、該割溝の両
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形成されてな
る

、
前記鍔縁と略同一形状に形成され、その中央に前記収納凹部に対応する開口部が形成さ

れるとともに、該開口部の両側に前記操作凹部に対応する凹部が形成されてなり、外周縁
は、前記鍔縁の外周側縁に沿って下方に屈曲された曲成縁が形成される金属製薄板カバー
とによって構成し、
　さらに、合成樹脂製の本体ケースの鍔縁の外周縁と、金属製薄板カバーの曲成縁とのい
ずれか一方に係合溝を、いずれか他方に該係合溝に係合する係合突起を夫々形成し、前記
鍔縁の透孔に挿通される固定螺子によって前記本体ケースを床用遮蔽蓋に固定した状態で
、金属製薄板カバーを該本体ケースの外表面に被着して、係合溝に係合突起を係合するこ
とにより、前記固定螺子の頭部を覆い隠すように、金属製薄板カバーを本体ケースに固定
するようにした



側を二股状の弾性片部とするとともに、該弾性片部の左右側縁に係止段部を設け、ストッ
パー片に形成した嵌挿孔に前記弾性片部をその弾性を介して嵌合し、前記係止段部で係止
することにより、ストッパー片を吊持杆部の下部に装着するようにしたことを特徴とする
請求項１に記載した床用遮蔽蓋の把手装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、溝蓋，ピット蓋，フロアーハッチ等の各種の床用遮蔽蓋に適用する把手装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
床用遮蔽蓋の開閉に用いる把手装置にあって、出没可能な略Ｔ字形の把手杆を有する従来
の把手装置は、図７，図８に示すように、矩形状の天板ａの下面に収納筺体ｂを接合して
内部を収納空隙部ｃとした本体ケースｄを備え、前記天板ａの中央に収納空隙部ｃと連通
する矩形状の収納口ｅが開口されるとともに、該収納口ｅの両側に半円状の操作凹部ｆ，
ｆが形成され、さらに、天板ａの四隅位置に固定螺子ｇの透孔ｈが形成されている。
【０００３】
また、略Ｔ字形の把手杆ｉは、下部にストッパー片ｊが水平状に固着された吊持片ｋと、
該吊持片ｋの上端に固定される矩形状の把持片ｍとからなり、この把手杆ｉの本体ケース
ｄに対する組付けは、収納筺体ｂの底板に開口された挿通孔ｎに吊持片ｋを挿通した状態
で、その上端に把持片ｍをリベットｐで固定することによって行なわれる。
【０００４】
そして、この把手装置を床用遮蔽蓋ｑに取付ける場合には、床用遮蔽蓋ｑに形成した取付
孔ｒに本体ケースｄの収納筺体ｂを嵌め込み、天板ａの周縁を床用遮蔽蓋ｑの上面に当接
させて本体ケースｄを支持させ、天板ａの透孔ｈに一致させて床用遮蔽蓋ｑに穿設した螺
子挿通孔ｓに透孔ｈから固定螺子ｇを挿通し、下端にナットｔを螺着して固定することに
よって、その取付けを行なっている。
【０００５】
このように、床用遮蔽蓋ｑに取付けられた把手装置にあって、把手杆ｉは不使用時には、
自重により下方移動し、把持片ｍを収納口ｅから収納空隙部ｃ内に落し込むことによって
、該把持片ｍの上面が天板ａの上面と面一となって収納される。これにより、溝路等に配
設した床用遮蔽蓋ｑの上部を人が歩行しても把手杆ｉに躓いたりせず、その安全性が確保
される。一方、使用時には、操作凹部ｆ，ｆに把持片ｍの側面の一部が露出しているので
、この露出部分を挟持して把持片ｍを収納空隙部ｃから引き出すことができ、この引き出
した把持片ｍを把持して吊持片ｋを引き上げることにより、その下端部のストッパー片ｊ
が本体ケースｄの底面に当接して床用遮蔽蓋ｑ全体を持上げることができるようになって
いる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかして、従来の把手装置にあっては、本体ケースｄを固定螺子ｇによって床用遮蔽蓋ｑ
に取付けた状態において、該固定螺子ｇの頭部が表面に露出しているため、見栄えが悪く
、また、各構成部品が金属で成形されているため、重量があり、製造コストも高く、さら
に、吊持片ｋと把持片ｍをリベットｐによって連結して、把手杆ｉを本体ケースｄに組付
けているため、その組付け作業が面倒である等の問題点がある。
【０００７】
本発明は、かかる問題点を解消し得る床用遮蔽蓋の把手装置の提供を目的とするものであ
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、底面に挿通孔が開口された収納凹部と、該収納凹部の外周に側方突成された
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鍔縁とを備え、該鍔縁に固定螺子の透孔が形成され、前記収納凹部の両側に操作凹部が
合成樹脂製の本体ケースと、

　前記挿通孔に上下動可能に挿通され、下部にストッパー片を装着した吊持杆部と、該吊
持杆部の上端に連成され、前記収納凹部に上方から収納される把持部とを備え、該把持部
の外表面に金属製薄板カバーを被着してなる合成樹脂製の把手杆と
　

ことを特徴とする である。
【０００９】
この構成にあって、吊持杆部の下部に、該吊持杆部の下端に開口する上下方向の割溝を形
成し、該割溝の両側を二股状の弾性片部とするとともに、該弾性片部の左右側縁に係止段
部を設け、ストッパー片に形成した嵌挿孔に前記弾性片部をその弾性を介して嵌合し、前
記係止段部で係止することにより、ストッパー片を吊持杆部の下部に装着するように構成
したものが好適な実施態様として提案され得る。
【００１０】
かかる把手装置にあっては、本体ケースを固定螺子によって床用遮蔽蓋に取付けた後、該
本体ケースに金属製薄板カバーを被着することにより、前記固定螺子を覆い隠すことがで
きる。また、本体ケース及び把手杆の主体が合成樹脂製のため軽く、その成形が容易で安
価に提供でき、さらに、吊持杆部の下部に、弾性片部の弾性変形を介してストッパー片を
装着し得るので、本体ケースに対する把手杆の組付けを容易に行なうことができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明の実施形態の一例を図１～図５について説明する。
【００１２】
　図面において、１は本発明にかかる把手装置を示す。２は該把手装置１を構成する本体
ケースであって、該本体ケース２は、 の収納凹部３と、該収納凹部３の外周に側
方突成された矩形状の鍔縁４とを備えており、この収納凹部３と鍔縁４は合成樹脂によっ
て一体に成形されている。
【００１３】
前記収納凹部３の底面中央には挿通孔５が開口されており、収納凹部３の中央部の両側に
は、鍔縁４の上面から収納凹部３の下部に向けて湾曲状に傾斜した半円状の操作凹部６，
６が形成されている。また、前記鍔縁４の四隅位置には、固定螺子７の頭部を没入可能な
円錐状の座ぐり加工を施した透孔８が夫々形成されている。
【００１４】
９は、本体ケース２の外表面に被着されるステンレス等からなる金属製薄板カバーであっ
て、該金属製薄板カバー９は、前記鍔縁４と略同一の矩形状に形成され、その中央に前記
収納凹部３に対応する開口部１０が形成されるとともに、該開口部１０の両側に前記操作
凹部６，６に対応する凹部１１，１１が形成されている。
【００１５】
また、金属製薄板カバー９の外周縁は、前記鍔縁４の外周側縁に沿って下方に屈曲された
曲成縁１２となっており、該曲成縁１２には所定間隔で複数の係合突起１３が内方に向け
て突成される一方、鍔縁４の外周側縁には該係合突起１３と係合可能な複数の係合溝１４
が形成されている。そして、図５に示すように、この係合溝１４に前記係合突起１３を夫
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形
成されてなる

、
前記鍔縁と略同一形状に形成され、その中央に前記収納凹部に対応する開口部が形成さ

れるとともに、該開口部の両側に前記操作凹部に対応する凹部が形成されてなり、外周縁
は、前記鍔縁の外周側縁に沿って下方に屈曲された曲成縁が形成される金属製薄板カバー
とによって構成し、
　さらに、合成樹脂製の本体ケースの鍔縁の外周縁と、金属製薄板カバーの曲成縁とのい
ずれか一方に係合溝を、いずれか他方に該係合溝に係合する係合突起を夫々形成し、前記
鍔縁の透孔に挿通される固定螺子によって前記本体ケースを床用遮蔽蓋に固定した状態で
、金属製薄板カバーを該本体ケースの外表面に被着して、係合溝に係合突起を係合するこ
とにより、前記固定螺子の頭部を覆い隠すように、金属製薄板カバーを本体ケースに固定
するようにした 床用遮蔽蓋の把手装置

浅底皿状



々係合させることにより、本体ケース２の外表面に被着される金属製薄板カバー９を固定
するようにしている。
【００１６】
　尚、前記係合突起１３と係合溝１４は、配置関係を逆にすることも可能である。即ち、
係合突起１３を鍔縁４の外周側縁に配設し、係合溝１４を曲成縁１２に配設することもで

【００１７】
１５は、前記本体ケース２に組付けられる把手杆であって、該把手杆１５は、前記挿通孔
５に上下動可能に挿通される吊持杆部１６と、該吊持杆部１６の上端に連成され、前記収
納凹部３に上方から収納される把持部１７とを備えており、この吊持杆部１６と把持部１
７は合成樹脂によって一体に成形されている。
【００１８】
前記把持部１７は、収納凹部３に収納可能なように該収納凹部３と略同一形状に形成され
ており、その外表面には、ステンレス等からなる金属製薄板カバー１８が被着されている
。この金属製薄板カバー１８は、把持部１７の上面及び周側面を覆い、下縁１８ａを屈曲
して把持部１７の下面に係止することにより固定されている。
【００１９】
また、前記吊持杆部１６の下部には、該吊持杆部１６の下端に開口する上下方向の割溝１
９が形成され、該割溝１９の両側を二股状の弾性片部２０，２０とするとともに、該弾性
片部２０，２０の左右側縁に係止段部２１，２１が設けられており、図６に示すように、
弾性片部２０，２０をその弾性を介してストッパー片２２の嵌挿孔２３に嵌合し、係止段
部２１，２１で係止することにより、ストッパー片２２を吊持杆部１６の下部に装着でき
るようになっている。
【００２０】
そして、本体ケース２の挿通孔５に吊持杆部１６を上方から挿通した状態で、上記のよう
に吊持杆部１６の下部にストッパー片２２を装着することにより、本体ケース２に把手杆
１５を組付けるようにしている。
【００２１】
かかる把手装置１を床用遮蔽蓋２４に取付けるには、本体ケース２に把手杆１５を組付け
た状態において、図１に示すように、床用遮蔽蓋２４に形成した取付け孔２５に本体ケー
ス２の収納凹部３を上方から嵌め込み、鍔縁４を床用遮蔽蓋２４の上面に当接させて本体
ケース２を支持させ、鍔縁４の各透孔８に一致させて床用遮蔽蓋２４に夫々穿設した螺子
挿通孔２６に透孔８から固定螺子７を挿通し、下端にナット２７を螺着して固定する。次
に、金属製薄板カバー９を本体ケース２の外表面に被着し、前記係合突起１３を係合溝１
４に夫々係合させることにより、金属製薄板カバー９を固定する。これにより把手装置１
を床用遮蔽蓋２４に取付けることができ、金属製薄板カバー９によって固定螺子７の頭部
を覆い隠すことができる。ここで上記のように、係合突起１３と係合溝１４との係合操作
により、金属製薄板カバー９を固定し得るので、該金属製薄板カバー９の固定を迅速かつ
簡単に行なうことができる。
【００２２】
このように、床用遮蔽蓋２４に取付けられた把手装置１にあって、把手杆１５は不使用時
には、自重により下方移動し、把持部１７を上方からから収納凹部３内に落し込むことに
よって、該把持部１７の上面が鍔縁４の上面と面一となって収納される。一方、使用時に
は、カバー９が被着された操作凹部６，６にカバー１８が被着された把持部１７の側面の
一部が露出しているので、この露出部分を挟持して把持部１７を収納凹部３から上方に引
き出すことができ、この引き出した把持部１７を把持して吊持杆部１６を引き上げること
により、その下端部のストッパー片２２が本体ケース２の底面に当接して床用遮蔽蓋２４
を持上げることができる。
【００２３】
【発明の効果】
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きる。



本発明は上述のように、本体ケース２と把手杆１５とを合成樹脂で形成し、本体ケース２
の外表面に金属製薄板カバー９を被着するとともに、把手杆１５の把持部１７の外表面に
金属製薄板カバー１８を被着して把手装置１を構成したから、該把手装置１を床用遮蔽蓋
２４に取付けた状態において、固定螺子７の頭部が金属製薄板カバー９によって覆い隠さ
れることにより見栄えが良く、また、把手杆１５の収納時には金属製薄板カバー９，１８
のみが外面に露出するので意匠性が高められる。また、本体ケース２及び把手杆１５の主
体が合成樹脂製であるので、その成形が容易で安価に製造でき、従来の金属製のものと比
較して軽量であるため、床用遮蔽蓋２４の開閉を楽に行なうことができる。さらに、吊持
杆部１６の下部に、弾性片部２０，２０の弾性変形を介してストッパー片２２を装着し得
るので、本体ケース２に対する把手杆１５の組付けを容易に行なうことができる等の優れ
た効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかる把手装置を床用遮蔽蓋に取付けた状態の縦断正面図である。
【図２】同上の把手装置の平面図である。
【図３】同上の把手装置の分解断面図である。
【図４】同上の把手装置の縦断側面図である。
【図５】係合突起と係合溝との係合部分の拡大断面図である。
【図６】弾性片部の作用説明図である。
【図７】従来の把手装置を床用遮蔽蓋に取付けた状態の縦断正面図である。
【図８】従来の把手装置の平面図である。
【符号の説明】
１　把手装置
２　本体ケース
３　収納凹部
４　鍔縁
５　挿通孔
６　操作凹部
７　固定螺子
８　透孔
９　金属製薄板カバー
１５　把手杆
１６　吊持杆部
１７　把持部
１８　金属製薄板カバー
１９　割溝
２０　弾性片部
２１　係止段部
２２　ストッパー片
２３　嵌挿孔
２４　床用遮蔽蓋
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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